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T o p  M e s s a g e

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
を
世
界
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
へ
押
し
上
げ
、

新
た
な
時
代
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

グループCEO・社長メッセージ

代表取締役会長兼グループCEO
服部 真二

代表取締役社長
中村 吉伸

２
０
１
３
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
５
次
中
期
経
営
計
画

は
順
調
に
滑
り
出
し
、初
年
度
で
あ
る
２
０
１
４
年
３
月
期

は
計
画
値
を
上
回
る
増
収
増
益
を
達
成
し
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
３
月
期
の
最
終
目
標
に
向
け
、基
本
方
針
で
あ

る「
事
業
収
益
の
最
大
化
」と「
経
営
基
盤
の
質
的
強
化
」に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。セ
イ
コ
ー
の
事
業
を
支
え
、

成
長
を
生
み
出
す
原
動
力
は
社
員
と
い
う
財
産（
人
財
）で
す
。

第
５
次
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
も
、「
事
業
の
持
続
的
成
長

に
向
け
た
人
財
育
成
や
グ
ル
ー
プ
横
断
的
な
人
財
交
流
の
仕

組
み
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。特
に
、女
性
の
活
躍
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
、女
性

管
理
職
比
率
を
10
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
、社
内
啓
発
や
意

識
改
革
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、社
員
の
能
力
開
発
を
支
援
す
る
階
層
別
研

修
を
実
施
し
、グ
ル
ー
プ
全
体
の
人
財
育
成
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。さ
ら
に
、育
児
休
業
・
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
、安
全

衛
生
管
理
規
則
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
を
通
じ
て
、誰
も

が
働
き
や
す
い
健
全
な
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

社
員
が
働
き
や
す
く
、十
分
に
能
力
を
発
揮
で
き
る

職
場
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

C o n t e n t s
グループCEO・社長メッセージ
グループスローガン
第5次中期経営計画ハイライト
グローバルネットワーク／沿革
わたしたちの身の回りで活躍するセイコーの製品・サービス
特集　社会課題の解決に貢献するセイコーの製品・サービス

事業紹介
ウオッチ事業
電子デバイス事業
システムソリューション事業
その他
セイコーホールディングス株式会社

セイコーホールディングスグループのCSR
コーポレート・ガバナンス
お客さまとともに
お取引先とともに
社員とともに
地域・社会とともに

東日本大震災復興支援活動
株主・投資家とともに
環境保全の課題解決に向けて

1
3
4
5
7
8

13
13
15
17
19
21

22
23
25
26
27
29

31
32
33

１
９
６
９
年
、世
界
初
の
ク
オ
ー
ツ
式
腕
時
計「
ク
オ
ー
ツ 

ア
ス
ト
ロ
ン
」の
製
品
化
は
時
計
産
業
に
革
命
を
も
た
ら
し
、

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。そ
の
後

も
セ
イ
コ
ー
は
、時
代
に
先
駆
け
た
ウ
オ
ッ
チ
を
世
に
送
り
出

し
、そ
の
地
位
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
き
ま
し
た
。そ
し

て
今
、わ
た
し
た
ち
セ
イ
コ
ー
は
、さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
を
世
界
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン

ド
へ
押
し
上
げ
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

世
界
初
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ソ
ー
ラ
ー
ウ
オ
ッ
チ「
セ
イ
コ
ー 

ア
ス
ト
ロ

ン
」で
世
界
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド（
事
実
上
の
標
準
）

を
獲
得
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
圧
倒
的
な
存
在
感
を

示
す
と
と
も
に
、時
計
以
外
の
分
野
に
お
い
て
も
革
新
的
な

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
常
に
時
代
の

一
歩
先
を
行
く
」と
い
う
創
業
か
ら
の
強
い
志
と
、こ
の
た
び

制
定
し
ま
し
た「
時
代
と
ハ
ー
ト
を
動
か
す
」と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
胸
に
、セ
イ
コ
ー
は
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
い
て
ま
い

り
ま
す
。
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セイコーは、創業以来「常に時代の一歩先を行く」という経営姿勢を貫き、革新を続けてきました。

この創業からの思いと、「お客さまの感性に訴えたい」という新たな思いを込め、

わかりやすく表現した企業スローガンを制定しました。

時代を牽引してきた技術力と感性で、これからも未来を創造していくという

セイコーの熱い意志と躍動感を伝えていきます。

セイコーホールディングス株式会社
代表取締役会長兼グループCEO

服部 真二

グループスローガン

2013年
3月期
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3月期
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2016年
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2013年
3月期

2014年
3月期

2015年
3月期

2016年
3月期

2013年
3月期

2014年
3月期

2015年
3月期

2016年
3月期

連結売上高
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第
5
次
中
期
経
営
計
画
ハ
イ
ラ
イ
ト

（
2
0
1
4
年
3
月
期
〜
2
0
1
6
年
3
月
期
）

2016年3月期 セグメント別売上高目標数値

1,50046% 億円

ウオッチ事業

1,15035% 億円

電子デバイス事業350

11%

億円

システム
ソリューション事業

270 8%億円

その他

第5次中期経営計画の初年度である2014年3月期の連結売上高は、前期の第4四半期に行った科学機器事
業売却の影響という減収要因があったものの、前期より244億円増加し、3,082億円となりました。事業別
では、ウオッチ事業は国内・海外で順調に売上を伸ばし、電子デバイス事業も半導体を中心に回復しました。
利益面では、営業利益はウオッチ事業を中心に大きく伸び、対前期比84億円増の140億円となりました。
また、経常利益は前期を69億円上回る101億円となりました。

このグループスローガンには、130年を超える歴史のなかで築き上げた大きな信頼を大

切にしながら、次代を切り拓いていく感性とチャレンジ精神で、ワクワク、ドキドキする

ような時代をお客さまと分かち合いたいという願いが込められています。

わたしたちは、これまで以上にお客さまの声に耳を傾け、技術と品質の向上に努めるこ

とで、お客さまの心と深く響きあえる素晴らしい関係をつくりあげたいと考えています。

これからのセイコーにどうぞご期待ください。
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※円グラフの売上高目標数値・比率は、各事業間の内部売上高
または振替高調整前の数値に基づいて算出しています。



注）数値は連結ベースです。注）数値は連結ベースです。
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ウオッチ事業
49% 日本

48%アジア
32%

欧州
10%

アメリカ
10%

システム
ソリューション事業
7%

その他
15%

電子デバイス事業
29%

世界に広がるグローバルネットワーク

セイコーの歩み

JAPAN

ASIA

EUROPE

AMERICA

地域別売上高構成比 （2014年3月期）事業別売上高構成比 （2014年3月期）

1881年（明治14年）
100億円
112名（2014年3月31日現在）
13,439名（2014年3月31日現在連結）
108億円（2014年3月期）
3,082億円（2014年3月期連結）
ウオッチ、電子デバイス、システムソリューション、クロック、
高級宝飾・服飾・雑貨、設備時計などを扱う事業会社の連結経営管理
〒105-8505
東京都港区虎ノ門2丁目8-10　
TEL：03-6739-3111（代表）

セイコーホールディングス株式会社　企業概要

持株会社
ウオッチ事業
電子デバイス事業
システムソリューション事業
その他

創 業
資 本 金
従 業 員 数

売 上 高

事業の内容

本社所在地

Seiko Instruments U.S.A., Inc.

SEIKO Corporation of America

SEIKO U.K. Limited

Seiko Optical Europe GmbH

Dalian Seiko Instruments Inc.

Guangzhou Seiko Instruments Ltd.

Seiko Precision (Thailand) Co., Ltd.

セイコーホールディングス（株）

盛岡セイコー工業（株）

セイコーインスツル　（株）

1881（明治14）年
創業（創業者 服部金太郎）

1932（昭和7）年
和光の時計塔（和光本館）竣工

1969（昭和44）年
世界初のクオーツウオッチ
「クオーツ アストロン」を発売

1985（昭和60）年
世界初の外食産業用
オーダリングシステムを発売

2004（平成16）年
高級機械式腕時計の一貫生産を行う
「雫石高級時計工房」を開設

2014（平成26）年
世界初の家庭向け衛星電波クロック
「セイコー スペースリンク」を発売

1892（明治25）年
精工舎設立。
掛時計の製造を開始

1964（昭和39）年
東京オリンピックで公式計時を務める。
以後、5大会で公式計時を担当

1982（昭和57）年
世界初の
テレビウオッチを発売

1987（昭和62）年
IAAF世界陸上ローマで公式計時を務める。
以後、継続して担当

2005（平成17）年
無水銀酸化銀電池を開発。
水銀による環境負荷の低減を実現

1913（大正2）年
国産初の腕時計
「ローレル」を発売

1968（昭和43）年
国産初のデスクトップ
コンピュータを発売

1999（平成11）年
世界初のスプリング
ドライブウオッチを発売

2012（平成24）年
世界初のGPSソーラーウオッチ
「セイコー アストロン」を発売
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GPS
ソーラーウオッチ
「セイコー
アストロン」

マルチ
電子決済
サービス

ジュエリー

通信基地局用
発振器IC

オーダー
エントリー
システム

エネルギー
監視・制御
システム

放送局用
標準時計装置

船舶用時計

銀座・和光
時計塔

小型サーマル
プリンタ

スマート
デバイス用
IC、電池、
水晶振動子

眼鏡レンズ、
フレーム

大型
インクジェット
プリンタ

システム

特集 P8

時刻認証
「サイバータイム」

特集 P9

特集 P10

わたしたちの身の回りで活躍する
セイコーの製品・サービス

12 セイコー コーポレートレポート 2014-2015

無線時計
システム

「タイムリンク
プロ」

セキュリティ用
センサ

駅用クロック

「タイムサーバ」

アウトドア
クロック

ランナーズ
ウオッチ

「PROSPEX
スーパー
ランナーズ」

目ざまし
時計

衛星電波
クロック
「セイコー
スペースリンク」

スポーツ
計時計測機器

カメラ用
シャッタ

車載用IC、
精密加工部品

特集P9

特集P11

確かな技術で、暮らしと産業を支えています。
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社会課題の解決に貢献する
セイコーの製品・サービス

特集

建
物
内
の「
見
え
る
化
」で
、

環
境
に
や
さ
し
く
、

快
適
で
安
全
な
空
間
を
つ
く
る
。

世
界
基
準
に
準
拠
し
た

正
確
な
時
刻
管
理
で
、

電
子
取
引
の
信
頼
性
を
高
め
る
。

省エネ改善を継続的に推進するために、
「見える化」できる仕組みが必要でした。

日本発条株式会社　DDS事業本部　駒ヶ根工場　
生産技術課　春日 昇氏　　総務課　森本 桂一氏 （所属は取材時点）（所属は取材時点）

2011年6月から、「GreenTALK（グリーントーク）」を電力集計システムや
省エネ改善の効果測定ツールとして活用しています。2008年から取り組
んできた省エネ活動の成果をさらに高めるため、電力メーターを毎月検針
する方式からリアルタイムに「見える化」を図る方式への切り替えを決めた
のが、導入のきっかけです。「見える化」によって、省エネ改善のPDCAサイ
クルを効率良く回すことができるようになったうえ、従業員の省エネ意識
の向上にも役立っています。

当社は、パソコン上で産業廃棄物処理委託契約を締結できる電子契約
サービスを提供しています。建設工事案件ごとに複数の事業者と交わす、
複雑な事務作業の負担を軽減するもので、省力化やコストダウンに加え、
システムの運用性やデータの非改ざん性といった信頼性がポイントとなり
ます。セイコーのデジタルエビデンス・ソリューションは、使い勝手が良く、
クラウドを活用した検証などで取引の履歴を正確に証明し、貴重なデジタ
ルデータを保護するのに非常に役立っています。

受変電、空調、セキュリティ、防災といった
各種ビル設備の稼働状況を「見える化」。
集中管理・制御するワンパッケージのビル
管理システム。

エネルギー消費はもちろん、環境情報や
稼働情報も一元化。計測、記録、見える
化、対策立案の省エネサイクルを効率良く
回すのに最適なシステム。

各種センサでエネルギー消費を「見える
化」。障害物に強い周波数帯で利用できる
無線システムにより、大がかりな工事なし
に手軽な導入が可能。

原
発
事
故
や
国
際
紛
争
な
ど
を
背
景

に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
不
安
定
さ
が
続
い

て
い
ま
す
。ま
た
、固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
や
化
石
燃
料
の
輸
入
増
加
な
ど
が
、電

力
料
金
を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。省
エ
ネ

は
、企
業
に
と
っ
て
は
避
け
ら
れ
な
い
経
営

課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
み
を
一
段
と
増

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
課
題
解
決
に
役
立
つ
と
注
目
を
集

め
て
い
る
の
が
、「
見
え
る
化
」で
す
。エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
は
目
に
見
え
な
い
だ
け
に
、ど

こ
で
ど
の
程
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て

い
る
の
か
、実
態
を
把
握
し
な
い
こ
と
に
は
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
確
か
な
対
策
は
打
て
ま

せ
ん
。「
見
え
る
化
」は
、対
策
立
案
の
大
前

提
で
す
。

セ
イ
コ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
で
は
、手

軽
に
導
入
し
、便
利
に
運
用
で
き
る
、そ
し

て
将
来
へ
の
対
応
も
万
全
な
シ
ス
テ
ム
の
ご

提
供
を
通
し
て
、「
見
え
る
化
」の
推
進
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

事務作業の負担軽減を支援する電子契約サービスでは、
システムの信頼性確保がポイントとなります。

株式会社イーリバースドットコム
取締役 経営企画部長　芥田 充弘氏

標準時刻との同期を高い精度とセキュリティで可能にし、
時刻の正確さと信頼性を高めるサーバ。取引の履歴を正確
にたどることは、トラブル発生時の原因究明にも役立つ。

一般財団法人 日本データ通信協会の「タイムビジネス信頼・安心認定
制度」で認定された時刻配信サービス、タイムスタンプサービスにより、
電子商取引などの成立証明、貴重なデジタルデータの保護を支援。

社
会
に
お
け
る
I
T
化
の
進
展
に
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。転
機
は

2
0
0
1
年
、I
T
書
面
一
括
法
と
電
子

署
名
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、官
民
の
商

取
引
で
電
子
入
札
・
契
約
な
ど
が
可
能
に

な
り
、業
務
の
省
力
化
・
効
率
化
や
書
類
保

管
ス
ペ
ー
ス
の
削
減
な
ど
が
図
ら
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
が
、情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
正

確
な
時
刻
で
す
。時
刻
が
正
確
で
な
い
と
、

取
引
の
信
ぴ
ょ
う
性
が
問
わ
れ
ま
す
。ト
ラ

ブ
ル
発
生
時
に
取
引
履
歴
を
た
ど
れ
な
け

れ
ば
、原
因
を
究
明
で
き
ま
せ
ん
。電
子
商

取
引
と
い
う
経
済
活
動
に
お
け
る
リ
ス
ク

を
正
確
な
時
刻
が
低
減
す
る
の
で
す
。

セ
イ
コ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
で
は
、標

準
時
刻
の
配
信
、正
確
な
時
刻
の
監
査
・
認

証
を
行
う
各
種
の
機
器
と
サ
ー
ビ
ス
を
ご

提
供
す
る
こ
と
で
、I
T
社
会
に
お
け
る
信

頼
性
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

無線センサネットワーク
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（所属は取材時点）

放送局内の時刻分配と、放送機器をミリ秒単位の精度で制御する放送用
コンピュータの時刻合わせに、セイコーの標準時計装置を使っています。
TBSの放送開始から60年を越えて一度も止まることなく、放送を支え続け
ることができています。現在の装置は5世代目で、通常はテレフォンJJYを利
用して時刻を補正していますが、災害時など電話回線を利用できない場合
に備え、GPSを利用したバックアップ補正システムも採用しています。正確
な時刻を供給する装置として、放送局にとってなくてはならないものです。

カーオーディオやカーナビなど車に楽しみや利便性を提供する製品や、
エアバッグに代表される車の安全性を高める製品などを製造し、内外の
自動車メーカーに納めています。そこにセイコー製の車載用半導体を採
用しているのは、低消費電流という性能の良さや国内メーカーとしての安
心感からです。メーカー各社が燃費向上を目指し、消費電力を少しでも落
とそうとする時代だけに、低消費は重要です。わたしたち顧客の声を次の
製品開発に生かそうとする姿勢に、今後も期待をかけています。

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

ど
ん
な
と
き
も
、

正
確
で
き
め
細
か
い

番
組
配
信
を
見
守
り
続
け
る
。

24時間365日安定した番組配信を行うために、
正確な時刻を供給する装置が不可欠です。

株式会社TBSテレビ
同局 放送設備計画部
赤石 精一氏

技術局 CG部
部次長　山口 彰氏

同局 放送設備計画部
部次長　斉藤 勇喜氏

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
伝
え
る
放
送

メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。テ

レ
ビ
で
は
、デ
ジ
タ
ル
地
上
波
に
加
え
、放

送
衛
星（
B
S
）や
通
信
衛
星（
C
S
）が
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。放
送
メ
デ
ィ
ア
の
情
報

送
出
業
務
は
24
時
間
3
6
5
日
、休
む
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

途
切
れ
な
く
電
波
を
送
り
続
け
る
放
送

メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
は
、正
確
な
時
刻
が
不

可
欠
で
す
。さ
ら
に
、デ
ジ
タ
ル
化
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
以
上
に
時

刻
の
精
度
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
放
送
の
草
創
期
か
ら
、セ
イ
コ
ー

は
ク
オ
ー
ツ
時
計
の
開
発
で
培
っ
た
正
確
で

精
工
な
技
術
力
を
ベ
ー
ス
に
、放
送
局
用
標

準
時
計
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。放
送
メ
デ
ィ
ア

各
社
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
ご
要
望
に
合
わ
せ
て

供
給
し
て
き
ま
し
た
。放
送
メ
デ
ィ
ア
の
新

た
な
動
向
を
読
む
対
応
力
の
高
さ
で
、正
確

性
と
信
頼
性
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
す
。

ク
ル
マ
の
機
能
を
フ
ル
に
発
揮
さ
せ
る

半
導
体
技
術
で
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
化
を
支
え
る
。

生
活
や
産
業
に
不
可
欠
の
社
会
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
自
動
車
が
、電
子
機
器
へ
と
進
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。安
全
性
、快
適
性
、省
エ

ネ
性
の
向
上
や
、情
報
化
へ
の
対
応
な
ど
、

社
会
の
要
求
に
応
え
る
た
め
、機
械
制
御
か

ら
電
子
制
御
へ
移
行
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

電
気
自
動
車
や
燃
料
電
池
車
の
普
及
を
前

に
、そ
の
流
れ
は
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く

で
し
ょ
う
。

そ
の
電
子
制
御
の
中
核
部
品
と
し
て
機

能
す
る
の
が
、車
載
用
半
導
体
で
す
。高
温

で
振
動
が
あ
る
過
酷
な
環
境
下
で
安
定
し

た
性
能
を
発
揮
す
る
信
頼
度
の
高
さ
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。メ
ー
カ
ー
各
社
が
燃
費
向
上

に
し
の
ぎ
を
削
る
な
か
、消
費
電
流
の
低
さ

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
㈱
で
は
、時
計
用

半
導
体
技
術
の
核
で
あ
る「
低
消
費
電
流
技

術
」を
究
め
、製
品
群
の
拡
充
を
図
る
な
ど
、

車
載
用
半
導
体
の
ご
提
供
を
通
じ
、「
自
動

車
の
進
化
」を
支
援
し
ま
す
。

自動車メーカー各社が燃費向上を目指すなか、
低消費電流の半導体は重要です。

三菱電機株式会社　三田製作所

日本標準時に同期した放送局内の親時
計。時刻信号を出力し、放送局内の機器
や子時計に正確な時刻を供給する。

放送局用標準時計装置
親時計の正確な時刻に自動で合わせる
機能をもつ子時計。指針位置を検出す
るセンサと親時計からの時刻信号を比
べ、時刻のズレを正す。

放送局用子時計
電源を落としても書き込まれたデータ
をそのまま保持できるメモリ。走行系、
安全系、快適・ボディ制御系など、車載
電装機器に広く使用できる。

車載用EEPROM
マイコンの動作を外部から監視し、故障
を検出することで安全を確保できる電
源用IC。電源回路の低消費電力化、安
定動作、信頼性向上に貢献する。

車載用ボルテージレギュレータ



T O P I C S

世界最大のウオッチとジュエリーのトレードフェア「バー
ゼルワールド」に出展。「セイコー アストロン」第二世代
モデル、「グランドセイコー」の新キャリバーなどの新商品
を通じ、60以上の国・地域から訪れた販売パートナーや
メディアに、セイコーのさらなる進化を伝えた。

■出展企業40か国・1,500社。来場者15万人。
■セイコーは1986年から毎年出展。
■初日のプレスカンファレンスは400人の来場者で満席。
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ウ
オ
ッ
チ
を
は
じ
め
、
電
子
デ
バ
イ
ス
、
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
3
事
業
を
軸
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
各
社
が
連
携
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

事
業

紹
介

雫石高級時計工房（岩手県）

服部会長兼グループCEOより、今年の注力商品についてプレゼンテーションを行う。

セイコーが誇る匠の技を、時計の組立・調整、彫金の
デモンストレーションで見せる。

グランドセイコー

世界初GPSソーラーウオッチ
「セイコー アストロン」

セイコー ルキア

ウ
オ
ッ
チ
事
業
す
べ
て
の
主
要
部
品
を
自
社
で
製
造
す
る
世
界
で
も
数
少
な
い「
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
」と
し
て
、

ウ
オ
ッ
チ
業
界
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

腕
時
計
に
新
た
な
革
命
を
も
た
ら
す

世
界
初
の
G
P
S
ソ
ー
ラ
ー
ウ
オ
ッ
チ

２
０
１
２
年
、世
界
の
タ
イ
ム
ゾ
ー
ン
に
対
応
し
、

簡
単
な
操
作
で
、地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
正

確
な
時
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、世
界
初
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ

ソ
ー
ラ
ー
ウ
オ
ッ
チ「
セ
イ
コ
ー 

ア
ス
ト
ロ
ン
」を
発
売

し
ま
し
た
。
か
つ
て
、セ
イ
コ
ー
は
世
界
初
の
ク
オ
ー

ツ
ウ
オ
ッ
チ「
ク
オ
ー
ツ 

ア
ス
ト
ロ
ン
」で
腕
時
計
の
世

界
に
革
命
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
れ
に
続
く
第
二
の

革
命
と
位
置
づ
け
る「
セ
イ
コ
ー 

ア
ス
ト
ロ
ン
」は
、発

売
以
来
、世
界
中
か
ら
非
常
に
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

既
存
の
腕
時
計
の
概
念
を
覆
す
新
た
な
腕
時
計
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

匠
の
技
と
先
進
技
術
で
生
み
出
さ
れ
る

高
級
機
械
式
腕
時
計

２
０
０
４
年
、高
級
機
械
式
腕
時
計
の
需
要
の
高

ま
り
に
応
え
、岩
手
県
に「
雫
石
高
級
時
計
工
房
」を

設
立
し
ま
し
た
。高
級
機
械
式
腕
時
計
を
専
門
に
、部

品
製
造
か
ら
完
成
品
の
組
み
立
て
ま
で
を
一
貫
し
て

行
う
日
本
有
数
の
工
房
で
す
。こ
の
工
房
を
核
と
し
て
、

高
精
度
を
支
え
る
ミ
ク
ロ
ン
単
位
で
の
ぜ
ん
ま
い
調

整
、厚
み
１
・
９
８
㎜
の
極
薄
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
組
み

立
て
、繊
細
で
優
美
な
彫
金
な
ど
の
匠
の
技
と
、新
合

金
や
最
先
端
金
属
成

型
技
術
に
よ
る
部
品

製
造
な
ど
の
先
進
技

術
の
融
合
に
よ
り
、「
グ

ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
」と

「
ク
レ
ド
ー
ル
」ブ
ラ
ン

ド
の
最
高
品
質
の
機

械
式
腕
時
計
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

幅
広
い
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

多
様
化
が
進
む
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
を
中
心
に
国
内
外
で
幅
広
い
ブ
ラ
ン
ド

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。実
用
時
計
の
最
高

峰「
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
」を
グ
ロ
ー
バル
に
展
開
す
る
ほ

か
、国
産
最
高
級
ブ
ラ
ン
ド「
ク
レ
ド
ー
ル
」、自
分
ら
し

く
生
き
る
女
性
の
た
め
の「
セ
イ
コ
ー 

ル
キ
ア
」な
ど
、個

性
豊
か
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
ブ
ラ
ン
ド
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
腕
時
計
を
提
供
し
て
い
ま
す
。ま

た
、世
界
的
に
成
長
を
続
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン・ス
ポ
ー
ツ

ウ
オ
ッ
チ
市
場
に
向
け
、２
０
１
３
年
７
月
に
グ
ル
ー
プ

内
の
同
分
野
事
業
を
統
合
し
た
新
会
社
を
設
立
し
、市

場
シ
ェ
ア
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ウオッチ事業事 業 紹 介

セイコーウオッチ株式会社
宣伝販促部

主
な
事
業
会
社

セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
株
式
会
社

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
株
式
会
社

森 俊江

バ
ー
ゼ
ル
ワ
ー
ル
ド
に
は
こ
れ
ま
で
３
回
参

加
し
て
い
ま
す
が
、世
界
中
か
ら
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

の
ウ
オ
ッ
チ
を
求
め
て
や
っ
て
く
る
人
た
ち
の

熱
気
に
毎
回
圧
倒
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
は
、英

語
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
飛
び
か

い
、わ
た
し
が
海
外
向
け
広
告
宣
伝
を
担
当

す
る
レ
デ
ィ
ス
ウ
オ
ッ
チ
に
つ
い
て
、貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま

さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
図
を
見
て

い
る
よ
う
で
す
。こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
、

世
界
中
の
人
た
ち
の
心
に
響
く
広
告
表
現
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Watches

セイコーで
はたらく人
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電
子
デ
バ
イ
ス
事
業

精
密
加
工
技
術
、小
型
・
省
電
力
技
術
な
ど
で
、

高
度
化
す
る
社
会
と
産
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

事
業

紹
介

自動車用精密加工部品

内面研削盤

デジタルカメラ用シャッタ

CMOS IC

ワイドフォーマットインクジェットプリンタ

電
子
部
品

|
小
型
化
、低
消
費
電
力
化
、高
機
能
化
を
実
現

ク
オ
ー
ツ
ウ
オ
ッ
チ
開
発
か
ら
生
ま
れ
た
電
子
部

品
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
家
電
、自
動
車
、

産
業
用
機
器
な
ど
の
分
野
で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま

す
。Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ 

Ｉ
Ｃ
や
水
晶
振
動
子
は
小
型
、低
電
圧

駆
動
、低
消
費
電
力
、高
精
度
で
機
器
の
小
型
化
、高

機
能
化
、駆
動
時
間
の
長
時
間
化
に
貢
献
。な
か
で
も
、

Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ 

Ｉ
Ｃ
は
、厳
し
い
環
境
下
で
の
安
定
動
作
が

求
め
ら
れ
る
車
載
用
に
も
多
く
採
用
さ
れ
、そ
の
実

力
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、水
晶
発
振
器

用
Ｉ
Ｃ
は
世
界
シ
ェ
ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
誇
り
ま
す
。

プ
リ
ン
タ

|
確
か
な
技
術
力
で
高
ま
る
安
心
感
、極
ま
る
生
産
性

感
熱
紙
に
熱
を
加
え
て
印
字
す
る
サ
ー
マ
ル
プ
リ
ン

タ
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
や
決
済
端
末
、医
療
・

計
測
機
器
な
ど
で
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。屋
外
看

板
や
ポ
ス
タ
ー
印
刷
用
の
大
型
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ

ン
タ
は
、高
生
産
性
と
高
画
質
の
両
立
、使
い
や
す
さ
、

環
境
へ
の
対
応
を
実
現
し
、お
客
さ
ま
の
業
務
を
支
援

し
ま
す
。ま
た
、プ
リ
ン
タ
の
基
幹
部
品
で
あ
る
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
は
、新
興
国
市
場
を
中
心

に
、建
材
印
刷
用
や
、捺
染
用
な
ど
産
業
用
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
へ
の
採
用
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

メ
カ
ト
ロ

|
社
会
を
支
え
る
精
密
加
工
技
術

時
計
製
造
を
通
じ
て
育
ま
れ
た
精
密
加
工
技
術
を

生
か
し
、Ｈ
Ｄ
Ｄ
、医
療
、カ
メ
ラ
、モ
ー
タ
ー
、携
帯
電

話
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
使
用
さ
れ
る
精
密
切

削
部
品
を
提
供
。ま
た
、Ａ
Ｂ
Ｓ
ブ
レ
ー
キ
部
品
や
エ

ン
ジ
ン・
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
部
品
な
ど
の
自
動
車
用

部
品
や
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
用
シ
ャ
ッ
タ
の
製
造
も
手

が
け
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、金
属
加
工
の
現
場
で
培
わ

れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
凝
縮
し
た
工
作
機
械
は
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
多
数
採
用
さ
れ
、高
精
度
の
モ
ノ

づ
く
り
に
実
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
会
社

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
株
式
会
社

セ
イ
コ
ー
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

セ
イ
コ
ー
Ｎ
Ｐ
Ｃ
株
式
会
社

Electronic Devices

セイコーインスツル株式会社
半導体事業部 島崎 洸一

半
導
体
は
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
製
品
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、わ
た
し
た
ち
は
数
多
く
の
テ

ス
ト
を
行
い
、統
計
的
な
視
点
か
ら
デ
ー
タ

を
記
録
・
蓄
積
・
分
析
し
て
精
度
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。特
に
、人
の
命
に
か
か
わ
る

車
載
用
半
導
体
で
は
、よ
り
高
い
精
度
が
求

め
ら
れ
ま
す
。自
分
の
可
能

性
を
信
じ
、常
に
社
内
、業

界
、世
の
中
の
動
き
な
ど
か

ら
刺
激
を
受
け
て
技
術
力
を

磨
き
、世
界
一
の
精
度
を
も

つ
半
導
体
の
開
発
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。

セイコー コーポレートレポート 2014-2015

電子デバイス事業事 業 紹 介

セイコーで
はたらく人

水晶振動子

マイクロ電池／チップキャパシタ

サーマルプリンタメカニズム

インクジェットプリントヘッド

T O P I C S

電子デバイス事業のひとつ「インクジェットプリントヘッド事業」は、タイルなどの建材印刷
やテキスタイル捺染印刷などの分野に用途が拡大、市場が急成長している。腕時計の開
発・製造で培ってきた精密加工技術をもとに高性能のインクジェットプリントヘッドを開発。
広告看板産業をはじめ、建材産業やアパレル産業の生産性と品質の向上に貢献している。

■セイコーならではの精密加工技術が実現する高い信頼性。
■用途ごとのインク評価など、幅広い市場要求に応える細やかな技術サポート。
■大手プリンタメーカーによる継続的な採用で、グローバル市場で安定した実績。
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シ
ス
テ
ム

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

事
業

紹
介

主
な
事
業
会
社

セ
イ
コ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

セイコーソリューションズ株式会社
システムインテグレーション統括部 守谷 康

わ
た
し
の
所
属
す
る
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
統
括
部
は
、世
の
中
に
あ
る
製
品

や
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、シ
ス
テ
ム
と
し
て
お

客
さ
ま
に
提
案
す
る
こ
と
を
本
業
と
し
て
い

ま
す
の
で
、経
営
統
合
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
成
果

が
も
っ
と
も
期
待
さ
れ
る
部
署
で
す
。現
在
担

当
し
て
い
る「G

reenTA
LK

（
グ
リ
ー
ン
ト
ー

ク
）」は
、セ
イ
コ
ー
が
保
有
す
る
無
線
セ
ン
サ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、環
境
の

「
見
え
る
化
」を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な

製
品
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
す
。今
後
は
違

う
分
野
の
人
た
ち
と
組
ん
で
、も
っ
と
ユ
ニ
ー

ク
な
世
の
中
を
変
え
る
よ
う
な
製
品
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

セイコー コーポレートレポート 2014-2015

エネルギー監視・制御ソリューション
「GreenTALK」

レストランオーダリングシステム
「MONSTERA」

タイムスタンプ
サービス

T O P I C S

2014年７月、セイコーソリューションズ（株）は、セイコーインスツル（株）の
システムアプリケーション事業を統合。これにより、スピード感をもってお客
さまにより良いソリューションを提供する体制が整った。

■「“つなぐ”ことで価値を創造する」をDNAに。
■お客さまも社員も笑顔でいられる「スマイルソリューションパートナー」
をスローガンに。

Systems Solutions

末
の
開
発
か
ら
、企
業
間
の
電
子
商
取
引
を
支
え
る

決
済
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
の
販
売
、タ
ク
シ
ー
や
訪
問

販
売
に
お
け
る
無
線
カ
ー
ド
決
済
サ
ー
ビ
ス

「C
REPiC

O

（
ク
レ
ピ
コ
）」を
提
供
。さ
ら
に
情
報
処

理
セ
ン
タ
ー
の
運
用
ま
で
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

|
時
刻
同
期
や
レ
ガ
シ
ー
通
信
な
ど
、

　

つ
な
ぐ
技
術
を
極
め
た
製
品
で
信
頼
と
安
心
を
生
む

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
マ
シ
ン
に
標
準
時
刻
を
高
精
度

に
配
信
す
る「
タ
イ
ム
サ
ー
バ
」、既
存
の
レ
ガ
シ
ー
通
信

に
対
応
し
シ
ー
ム
レ
ス
な
情
報
の
一
元
化
を
図
る
マ
ル

チ
プ
ロ
ト
コ
ル
コ
ン
バ
ー
タ「
U
S
T
シ
リ
ー
ズ
」、イ
ー

サ
ネ
ッ
ト
上
で
確
実
に
通
信
す
る
た
め
の
各
種
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
な
ど
、信
頼
性
と
安
定
性
の
高
い
自
社
開

発
製
品
を
提
供
。情
報
と
情
報
を
快
適
に
つ
な
ぎ
、新

た
な
価
値
を
提
案
し
ま
す
。

モ
バ
イ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

|
Ｍ
２
Ｍ
市
場
を
リ
ー
ド
す
る

　

モ
バ
イ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ベ
ン
ダ
ー
を
目
指
す

長
年
培
っ
て
き
た
無
線
技
術
と
小
型
化
技
術
を
駆

使
し
、Ｍ
２
Ｍ
市
場
に
お
け
る
先
駆
的
な
製
品
を
提
供

し
て
い
ま
す
。国
内
初
の
L
T
E
3
バ
ン
ド
に
対
応
し
た

Ｍ
２
Ｍ
通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
や
通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
組
込
み

機
器
を
軸
に
、運
用
サ
ー
ビ
ス
ま
で
拡
大
。さ
ま
ざ
ま
な

業
種
の
課
題
解
決
を
図
る
、モ
バ
イ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ベ
ン
ダ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

|
顧
客
・
市
場
に
密
着
し
た
対
応
で
、

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ト
ー
タ
ル
に
提
供

総
合
ビ
ル
管
理
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、省
エ
ネ
を
実
現

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
、外
食
店
舗
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
、デ
ジ
タ
ル
情
報
に
電
子
署
名
と
タ
イ
ム
ス
タ
ン

プ
を
付
与
す
る
デ
ジ
タ
ル
エ
ビ
デ
ン
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
提
供
。お
客
さ
ま
に
密
着
し
、市
場
の
ニ
ー
ズ
を

深
掘
り
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
し
ま
す
。

決
済
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

|
お
客
さ
ま
視
点
で
決
済
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

　

端
末
か
ら
サ
ー
ビ
ス
ま
で
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト

お
客
さ
ま
に
と
っ
て
最
適
な
決
済
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
ト
ー
タ
ル
に
提
供
し
て
い
ま
す
。非
接
触
I
C
用
端

Netwiser ロードバランサ

タイムサーバ

コンソールサーバ SmartCS

PHS端末

スマート体組成計

「ミスター省エネ」
温・湿・照度ノード

マルチプロトコルコンバータ
USTシリーズ

タクシー向け
決済端末

非接触IC決済端末

決済ビジネス 各種サービス

システムソリューション事業事 業 紹 介

ハ
ー
ド
、ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
複
合
サ
ー
ビ
ス
で
、

付
加
価
値
の
高
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。

セイコーで
はたらく人



主
な
事
業
会
社

セ
イ
コ
ー
タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

主
な
事
業
会
社

株
式
会
社 

和
光

眼
鏡

90
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
眼
鏡
事
業
。メ
ガ
ネ
レ
ン

ズ・フ
レ
ー
ム
の
企
画
か
ら
販
売
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。

レ
ン
ズ
と
フ
レ
ー
ム
双
方
を
扱
う
世
界
的
に
も
数
少
な
い

会
社
と
し
て
、最
高
、最
適
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
現
す

る
メ
ガ
ネ「EYEW

EAR TH
AT PERFO

RM
S

」の
提
案

に
よ
り
、「
メ
ガ
ネ
は
セ
イ
コ
ー
」の
浸
透
を
目
指
し
ま
す
。

幅
広
い
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
揃
う

セ
イ
コ
ー
の
高
付
加
価
値
商
品

１
９
９
７
年
に
世
界
初
の
遠
近
両
用
テ
イ
ラ
ー
メ
イ

ド
レ
ン
ズ
を
発
売
し
て
以
来
、セ
イ
コ
ー
は
一
人
ひ
と
り

の「
お
客
さ
ま
仕
様
」を
目
指
し
た
レ
ン
ズ
開
発
を
推
進
。

「
ス
ペ
リ
オ
ー
ル
P
X
」を
筆
頭
に
、遠
近
両
用
レ
ン
ズ

「
パ
シ
ュ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
」も
充
実
し
て
い
ま
す
。フ
レ
ー

ム
は
常
に
、品
質
、デ
ザ
イ
ン
、掛
け
心
地
を
追
求
。メ
ン

ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン「
プ
レ
ザ
ー
ジ
ュ
」を
は
じ
め
洗
練
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
と
柔
ら
か
な
掛
け
心
地
の
新
レ
デ
ィ
ー
ス

コ
レ
ク
シ
ョ
ン「
ル
ネ
・
ド
ゥ
」が
加
わ
り
、掛
け
た
方
の

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
表
情
を
演
出
す
る
豊
富
な
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
が
揃
い
ま
し
た
。
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そ
の
他

ク
ロ
ッ
ク
、小
売
、シ
ス
テ
ム
ク
ロ
ッ
ク
／
ス
ポ
ー
ツ
機
器
、眼
鏡
な
ど
、

幅
広
い
事
業
領
域
で
社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

事
業

紹
介主

な
事
業
会
社

セ
イ
コ
ー
ク
ロ
ッ
ク
株
式
会
社

主
な
事
業
会
社

セ
イ
コ
ー
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社

セイコー コーポレートレポート 2014-2015

「メガネはセイコー」の新広告

世界初の家庭向け
衛星電波クロック

「セイコー スペースリンク」

ク
ロ
ッ
ク

掛
時
計
の
製
造
開
始
よ
り
1
2
0
年
、常
に
時
代
を

リ
ー
ド
す
る
ク
ロ
ッ
ク
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。企
画
・

開
発
・
製
造
か
ら
販
売
・ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
を
一

貫
し
て
行
う
ク
ロ
ッ
ク
の
ト
ー
タ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、

伝
統
に
支
え
ら
れ
た
高
い
品
質
と
モ
ノ
づ
く
り
の
技
、

先
進
技
術
の
融
合
に
よ
り
、幅
広
い
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
誇
り
ま
す
。

衛
星
電
波
ク
ロ
ッ
ク「
セ
イ
コ
ー 

ス
ペ
ー
ス
リ
ン
ク
」

2
0
1
４
年
、G
P
S
衛
星
か
ら
の
時
刻
情
報
を
受

信
し
自
動
的
に
表
示
時
刻
を
修
正
す
る
、衛
星
電
波
ク

ロ
ッ
ク
を
家
庭
用
と
し
て
は
世
界
で
初
め
て
発
売
し
ま

し
た
。標
準
電
波
を
利
用
す
る
従
来
の
電
波
時
計
に
比

べ
、屋
内
で
も
受
信
可
能
な
範
囲
が
大
幅
に
拡
が
り
、受

信
ス
ピ
ー
ド
も
最
短
10
秒
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し

た
。G
P
S
衛
星
の
信
号
を
受
信
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ

れ
ば
、国
や
地
域
に
か
か

わ
ら
ず
正
確
な
時
刻
表

示
を
実
現
す
る
、ま
さ
に

進
化
し
た
電
波
時
計
と
い

え
ま
す
。

T O P I C S

GPS衛星に搭載された原子時計の時刻情報を受信す
ることで、世界中どこでも常に正確な時刻を表示する、
世界初の家庭向け衛星電波クロック「セイコー スペース
リンク」を発売。鉄筋のビルを含むほとんどの建物内で
正常に受信でき、家電製品や電子機器から発生する
ノイズの影響を受けにくいのが特長。

■原子時計の誤差は10万年に1秒。
■その国の標準時にセットすれば世界中で使用可能。
■建物の開口部から電波が届く距離は平均で15m。

Others

小
売

お
も
て
な
し
の
心
で
お
客
さ
ま
に
接
す
る

銀
座
の
高
級
専
門
店

銀
座
を
代
表
す
る
高
級
専
門
店
・
和
光
で
は
、時
計

を
は
じ
め
、宝
飾
品
、紳
士
・
婦
人
用
品
、室
内
装
飾
品
、

食
品
な
ど
、お
客
さ
ま
の
声
を
取
り
入
れ
て
独
自
に
開

発
し
た
、あ
る
い
は
国
内
外
か
ら
厳
し
い
目
で
選
び
抜
い

た
、高
い
品
質
を
誇
る
商
品
を
幅
広
く
取
り
揃
え
、質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。ま
た
、銀
座
の

街
を
見
守
る
和
光
の
時
計
塔
は
2
0
1
4
年
に
竣
工

82
年
を
迎
え
、こ
の
間
、銀
座
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
多

く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、長

い
歴
史
と
伝
統
の
な
か
で
培
っ
て
き
た
上
質
へ
の
こ
だ

わ
り
と
お
も
て
な
し
の
精
神
で
、お
客
さ
ま
と
の
信
頼

関
係
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
す
。

和光本館

その他事 業 紹 介

シ
ス
テ
ム
ク
ロ
ッ
ク
／
ス
ポ
ー
ツ
機
器

公
共
の
空
間
や
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン
で
活
躍

学
校
・
病
院
な
ど
の
公
共
施
設
で
使
わ
れ
る
設
備
時

計
、街
を
彩
る
か
ら
く
り
時
計
、放
送
局
用
時
計
な
ど

の
専
門
的
な
時
計
か
ら
、1
0
0
0
0
分
の
1
秒
ま
で

計
測
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
計
時
計
測
機
器
、競
技
デ
ー
タ

処
理
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
各
種
大
型
表
示
盤
や
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
な
ど
、シ
ス
テ
ム
ク
ロ
ッ
ク
や
ス
ポ
ー
ツ
機
器
の

企
画
・
開
発
か
ら
製
造
・
販
売
、ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に

い
た
る
ま
で
総
合
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、国
際
大

会
な
ど
で
培
わ
れ
た

豊
富
な
経
験
と
、高

度
な
技
術
力
を
ベ
ー

ス
に
、各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
計
時
支
援
活

動
も
積
極
的
に
展
開

し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
大
会
や
新
機
材
を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
計
時
な
ど
、新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。と
き
に
は
、

準
備
段
階
で
試
行
錯
誤
が
続
き
、予
期
し
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、セ
イ
コ
ー
に
は
1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
以
来
、国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
公
式
計
時
を
50
年
に

わ
た
っ
て
務
め
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。積
み
重
ね
て
き
た
成
功
事

例
を
生
か
し
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
界
に
欠
か
せ
な
い
企
業
と
し
て
、大
き
な
責
任

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

セイコータイムシステム株式会社
セイコータイミング部 相澤 洋平

セイコーで
はたらく人

東京辰巳国際水泳場の大型表示盤
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グ
ル
ー
プ
の
持
株
会
社
と
し
て
、連
結
経
営
管
理
、法

務
・
知
財
管
理
、グ
ル
ー
プ
広
報
、株
主
や
投
資
家
の

方
々
に
向
け
た
I
R
活
動
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

事
業

紹
介

ス
ム
ー
ズ
な
連
携
で
相
乗
効
果
を
高
め
る

グ
ル
ー
プ
の
持
株
会
社
と
し
て
、連
結
経
営
管
理
、法
務
・
知

財
管
理
、グ
ル
ー
プ
広
報
、株
主
や
投
資
家
の
方
々
に
向
け
た

Ｉ
Ｒ
活
動
な
ど
を
担
当
。一
人
ひ
と
り
が
有
す
る
専
門
知
識
を

生
か
し
て
、各
事
業
会
社
が
効
率
的
・
機
動
的
な
経
営
が
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
グ
ル
ー
プ
全
体
の
長
期
か
つ
俯
瞰
的
な
舵
取
り
を
行
い
、

グ
ル
ー
プ
の
結
束
力
と
経
営
効
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、各
社

の
連
携
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
最
大
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

持
株
会
社
の
役
割
強
化
に
向
け
て

第
５
次
中
期
経
営
計
画
で
は
、経
営
基
盤
の
質
的
強
化
を

図
る
た
め
の
課
題
と
し
て
、左
記
の
３
つ
の
施
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

お店やモノづくりの現場で、あるいはスポーツや音楽を通じて、多くの皆さまと触れ合うべく、
多彩なコミュニケーション活動を行っています。

セイコーの多彩なコミュニケーション活動

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
の
C
S
R

グ
ル
ー
プ
経
営
の
基
本
理
念
を「
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
会
社
で
あ
る
こ
と
」と
定
め
、

「
確
か
な
品
質
」こ
そ
が
セ
イ
コ
ー
と
お
客
さ
ま
を
つ
な
ぐ
最
良
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を

社
員
一
人
ひ
と
り
が
心
に
刻
み
、
C
S
R
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

S

R

C

[報告対象範囲と期間]
本レポートは、セイコーホールディングス（株）および各事業会社※における2013年度（2013年4月1日
から2014年3月31日まで）の活動を中心にご報告しています。
※セイコ―ウオッチ（株）、セイコーインスツル（株）、セイコープレシジョン（株）、セイコーNPC（株）、セイコーソリューションズ(株)、
　セイコークロック（株）、（株）和光、セイコータイムシステム（株）、セイコーオプティカルプロダクツ（株）の各社です。

[参照ガイドライン]
GRI「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン2013」、環境省「環境報告ガイドライン2012年
版」、「環境会計ガイドライン2005年版」、日本経団連「企業行動憲章」

[ウェブサイトとの連携]
本レポートではセイコーホールディングス（株）
および各事業会社のCSR活動のエッセンスを
お伝えし、ウェブサイトにも同様の情報を掲載
しています。内容は随時改訂されますので、最新
情報は下記ウェブサイトをご覧ください。
http://www.seiko.co.jp/csr/index.html

CSR編集方針
●読みやすくするために文章を簡潔にし、ビジュアルも大きくして内容を把握しやすくしました。

基本理念
社会に信頼される
会社であること
●常にお客さま本位の姿勢を
大切にし、質の高い商品・
サービスを提供します。
●お客さまに育てられた
「SEIKO」ブランドの価値を
さらに高めます。
●経営の透明性・公正性を一
層高め、環境への配慮に努
めます。

CSR活動指針
1. 事業を行う国や地域の法律やルールを
遵守し、社会倫理に照らし、公正な活動
をいたします。

2. 良識ある「市民としての企業」を目指して、
社会との調和を図ります。

3. 情報は適切に公表し、誠実で、透明性の
高いコミュニケーションを目指します。

4. かけがえのない地球を大切にし、環境保
護に貢献します。

5. 基本的人権や人格を尊重し、企業倫理の
精神を育む、視野の広い企業風土をつく
ります。

（CSR活動指針は「企業倫理の基本理念」に
則って設定しています）

環　境

地域・社会

お客さま

社　員

株主・
投資家 お取引先

コーポレート・
ガバナンス

セイコーの目指すCSR

CSR活動報告の概要

p.33

p.29

p.25

p.26

p.27

p.32

p.23

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社

基本理念

CSR活動指針

TOKYO FM 「松下奈緒 Sound Story」

IAAF世界
陸上2013

モスクワ　

セイコーパ
ビリオン

1 

グ
ル
ー
プ
経
営
上
の
戦
略
的
意
思
決
定
の
強
化

2 

事
業
会
社
サ
ポ
ー
ト
機
能
の
強
化

3 

P
R
、I
R
、C
S
R
活
動
の
強
化
と

ブ
ラ
ン
ド
投
資
の
継
続

「Starry Night Concert」

水泳競技大会
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